
ＣＧ処理を利用したドレープ性の評価方法の検討

松岡 敏生*，舟木 淳夫*，藤井 慶一*

Ａn Ｅxamination of Ｅvaluation Ｓystem for

Ｄrapability by Ｕsing Ｃomputer Ｉmage

Ｐrocessing and Ｃomputer Ｇraphics．

by Ｔoshio ＭＡＴＳＵＯＫＡ，Ａtsuo ＦＵＮＡＫＩ

and Ｋeiichi ＦＵＪＩＩ

An evalustion of fabric drapability are judged by observatiion of drape images or

calculation of the drape coefficient,etc. To judge the fabric drapability accurately,it's

need to prepare many drape images, but it's complicated and hard for panel.

We have constructed the system for the evaluation of fabric drapability, it makes

present fabric drape images as one's choosing angles by using QuickTimeVR object. As

the result, the system takes many detail information for the judgement of drapability,

and it is good for judgement, because the QuickTimeVR object images of the sustem are

seauence images, and panels make the drape images rotate as one's chooses. And also,

the impression of operation is easy to use.
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１．はじめに

ドレープは，被服の美しさを決める重要な要素の一

つであり，優美な曲線を作り上げる性能を測定するこ

とで，装身的観点の指標となる．このドレープ性の評

価には，ドレープ像を観察したり，ドレープ像の投影

図からドレープ係数を算出したり，ドレープ形状を限

定された角度（真上，側面一方向，斜め一方向）から

撮影した写真で判定を行ったりしている．この判定を

正確に行うには，任意の角度より撮影した３次元ドレ

ープ像が多数必要となってくるが，種々の角度よりド

レープ像を撮影することは煩雑であり，判定者が任意

の視点から観察することは困難である．本研究では，

判定者が任意の角度よりドレープ像を眺めることが可

能な表示を行い，ドレープ性の評価を試みた．そして

このシステムの有効性を検討した. システムとしては

＊ 製品開発室

県内の中小企業でも応用できるように，比較的安価で

かつ利用者が容易に評価できることを考慮にいれ，イ

ンターネットで利用されているＷＷＷ（Ｗorld Ｗide

Ｗeb）およびＣＧＩ（Ｃommon Ｇateway Ｉnterface）

などの技術を用いた．

２．ドレープ性評価システムについて

２．１ ドレープ像の表示方法

本研究では，織物ドレープ像の表示方法として，

ＱuickＴimeＶＲ （以下，ＱＴＢＲ）オブジェクトム１ ）

ービーを利用した．ＱＴＶＲオブジェクトムービーは，

オブジェクトの周りから撮影した一連の画像データか

ら通常のムービーを作り，それにナビゲートするため

の情報を付加したものである．このムービーを，マウ

スの動きに合わせて連続表示することにより，あたか

も３Ｄデータのように扱うことができる．ここでは，

判定者が任意の角度より織物ドレープ像を眺めること



が可能となる.

２．２ 評価システム

ドレープ性の評価には，インターネット上で幅広く

利用されているＷＷＷを利用した．その概要を図１に

示す．本研究では，判定者の操作性と遠隔地間での利

用が可能という点から，この方法を利用した．実験に

用いたＷＷＷサーバーは，Ｃern httpd 3.0である．

このサーバー上に，ＱＴＶＲオブジェクトムービーを

置き，判定者がＷＷＷブラウザ上で表示されたドレー

プ画像に対して，ドレープ性の評価を入力するシステ

ムとした．ここで，評価結果をサーバーへ送信すると

ともに次々と評価試験を行うという処理を行うために

ＣＧＩを利用した．ＣＧＩを処理するための言語とし

ては，Ｐerlを用いた．

評価側のシステムは，パソコンを用い，ＷＷＷブ

ラウザおよびブラウザのＰluginとしＱuick Ｔime

Ｐluginを使用した．

３．実験方法

３．１ 試 料

本実験では，５種類の布を利用し，その詳細は表1に

示す．

３．２ ドレープ係数の測定

織物のドレープ係数の測定は，JIS Ｌ－1096に準じ

た方法で，画像処理システムを利用して，垂下した布

の面積を計算して求めた．図２に示されるように，直

径20cmの円形織物試料を直径10cmの円形の把持台

に同心状に載せ，その２次元ドレープ像を真上より

ＣＣＤカメラを用いて撮影する．ＣＣＤカメラより入

力された２次元ドレープ画像は画像処理装置内でデジ

タル画像情報にＡ／Ｄ変換される．そして，この２次

元ドレープ像の各部分における面積を計算し，次式に

よりドレープ係数を求めた．

ドレープ係数(％)＝(Ａ －Ｓ )／(Ｓ －Ｓ )×100ｄ １ ２ １

ここに，Ａ ：試験片の垂直投影面積ｄ

Ｓ ：試料台の面積１

Ｓ ：試料の面積２

３．３ ドレープ画像の作成

織物ドレープ像のＱＴＶＲオブジェクトムービーは，

図３のようなシステムを用いて，作成した．オブジェ

クトの作成条件は，Ｒaw＝１，Ｃolumn＝36とした．

３．４ ＷＷＷを用いたドレープ性の評価

ＷＷＷブラウザに表示される評価システムの画面

は，図４のようで，５試料の中からランダムに１対

(Ｓi,Ｓj)ずつ取り出した組み合わせ10 対を判定者10

名に提示した．判定者は，それぞれ任意にドレープ画

像オブジェクトをマウス操作で回転させ，評価を行う



ことができる．

そして、ドレープ性について以下のような一対比較

法で１回ずつ評価させた．

ＳiはＳ より非常にドレープ性がよい．ｊ

Ｓ はＳ よりややドレープ性がよい．ｉ ｊ

Ｓ とＳ は，同程度のドレープ性である．ｉ ｊ

Ｓ はＳ よりややドレープ性がよい．ｊ ｉ

Ｓ はＳ より非常にドレープ性がよい．ｊ ｉ

なお判定者は繊維に関する研究に従事する専門家10

名である．また，評価に併せて本システムの使用感に

ついての感想などの調査も行った．

４．結果と考察

４．１ ドレープ性係数の測定結果

画像処理によるドレープ係数の測定の結果, 試料Ｂ

のドレープ係数が31.15で，最も小さかった．ここで，

ドレープ係数は，値が小さいほど，ドレープ性がよい

ことを示す．

４．２ ＷＷＷを利用したドレープ性の評価結果

作成した織物ドレープ像の概要を図５に示す．

判定者の判定能力を検定する 一意性の係数（ζ）２ ）

を求めた結果，全員について一巡三角形の数ｄ＝０，

ζ＝１であり，有意水準５％で識別能力があると判定

された．また，判定者の判断の一致の度合を示す一致

性の係数（ｕ）を求めて検定を行った結果，有意水準

５％で有意となり，評価項目に対して判定者相互間に

一致性が認められた．これらの結果より，10名の判定

者は織物のドレープ性に対して十分判定能力を持ち，

その判定には一致性があったと判断された．

一対比較法で評価を行った結果より, シェッフェの

変形一芳賀の変法 を用いて平均嗜好度を求めた．こ２ ）

こで，平均嗜好度が大きいと判定者は，織物のドレー

プ性がよいと判定していることを示す．その結果，試

料Ｂが最もドレープ性が良いと判定者が評価している



ことがわかった．

ここで，ドレープ係数と本評価方法の結果より求め

た平均嗜好度の関係を図６に示す．相関係数は-0.958

で強い相関があり，本評価方法による判定は，妥当で

あると考えられる．

４．３ 評価システムについて

本評価システムについて，使用感についての調査を

行った．その結果を表２，表３に示す．この結果から，

本評価システムは，概ね評価しやすいという結論を得

た．また，ドレープ画像を回転できるという点が評価

されている．本システムでは，連続的な画像で一方向

からでなく多方向から見ることで情報量が多くなり詳

細な評価ができるので，判定が行いやすかったと思わ

れる．そして，回転も一方向の時系列のデータでなく，

判定者が任意に回転出来るという点が，判定の行いや

すさに寄与していると思われる．一方，データの転送

に時間がかかるという意見も多かった．ネットワーク

の経路的に離れた地点からでは，画像の表示に数分か

かるといった報告もあったので，画像の作成において

データ量を検討する必要がある．今回は，垂直方向の

データは作成していないが．他の角度からも画像が見

たいという意見も多かったので，今後の課題としたい．

５．まとめ

本システムを用いた評価は，従来の評価との相関か

ら妥当であるという結論を得た．そして，写真などの

静止画に比べ，連続的な画像であり，判定者の任意に

画像が回転可能であることから有効であるという結論

を得た．今回は，垂直方向のデータは作成していない

が，これを加えることで，より詳細な評価が行えるで

あろう．また，システムのユーザインタフェースとし

ては，ＷＷＷを利用しているので，操作性が良いと

の評価を得た．問題点としては，詳細な画像ではデー

タ量が多くなり，転送に時間がかかる点が挙げられた．

今後は，ドレープ性だけでなく，種々の物性値も含

めた製品データベースとしての利用を検討していく予

定である．
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